
 

船舶事故等調査報告書 

平成２３年９月２９日 

                             運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１１横第６２号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２３年３月１４日 ０９時３０分ごろ 

発生場所 千葉県千葉港葛南区公共岸壁 

 市川市所在の千葉港葛南市川灯台から真方位３１３°４５０ｍ付近 

 （概位 北緯３５°４０.２′ 東経１３９°５５.８′） 

事故等調査の経過  平成２３年４月２１日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 砂利運搬船 第四拾八盛
せい

栄
えい

丸、４９８トン 

   １３４１８１、盛幸海運有限会社 

Ｂ 貨物船 第五若
わか

虎
とら

丸、４９４トン 

   １３４６２４、有限会社東新産業 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、五級海技士（航海） 

  一等機関士Ａ、五級海技士（航海） 

Ｂ 船長Ｂ、五級海技士（航海） 

 死傷者等 Ａ なし 

Ｂ なし 

 損傷 Ａ 船首部凹損 

Ｂ 右舷船首部凹損 

 事故等の経過 Ａ船は、船長Ａほか４人が乗り組み、千葉港葛南区の公共岸壁において

係留中の船舶に右舷着けで係留中、係留場所を移動することになった。 

Ａ船は、係留索を放ったのち、機関の前後進を繰り返していたが、前進

行きあしを止めようとクラッチレバーを操作したところ、後進に入らず、

平成２３年３月１４日０９時３０分ごろ、Ａ船の船首と前方で係留してい

たＢ船の右舷船首とが衝突した。 

Ａ船は、衝突後、機関の後進操作をしたところ、正常に作動した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南南西、風力 ３ 

海象：平穏、潮汐 上げ潮の末期 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

Ａ 不明、Ｂ なし 

Ａ あり、Ｂ なし 

なし 

Ａ船は、千葉港葛南区の公共岸壁において、機

関を使用して係留場所の移動作業中、前進行きあ

しを止めようとクラッチレバーを操作したが、ク

ラッチが後進に入らなかったことから、前方に係

留していたＢ船と衝突したものと考えられる。 

クラッチは、制御系統の切替弁が一時的に固着

して後進に入らなかった可能性があると考えられ

るが、クラッチが後進に入らなかった状況を明ら

かにすることはできなかった。 



 

原因 本事故は、Ａ船が、千葉港葛南区の公共岸壁において、機関を使用して

係留場所の移動作業中、機関のクラッチが後進に入らなかったため、前方

に係留していたＢ船と衝突したことにより発生したものと考えられる。 

 




